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【方法】対象は平成 20 ～ 25 年度入院による食物経口負荷試験を実
施した 9 歳未満の患者 91 名。1) 負荷食品と試験後の耐性獲得率、2)
入院前患者情報の収集と多職種の業務連携手順の問題点把握、3) 業
務改善方法を検討し実施した。
【結果】平均年齢 2.5 歳± 1.8 歳、男児 63％女児 37％、1 ～２歳が





























































































【取り組み】　2012 年度以前より ESBL の持込件数が急増しており、
学会などで周知を試みた。しかし地域連携病院には情報が共有できて
いない状況であった。そのため当院の感染対策研修会を周知したが、
参加はわずかであった。しかし 2012 年度の診療報酬改定による感染
防止対策共同カンファレンスが義務づけられたことを契機に、まず当
院を取り巻く地域でどのような感染対策が必要であるかを周知するこ
とができた。このカンファレンスで院内での重要な役割を果たしたの
が事務部門であった。またカンファレンス後、耐性菌を保菌した紹介
患者の動向などを随時情報共有することができるようになってきてい
る。　
【結果】　事務や地域連携課、医療社会事業部、退院支援専従看護師な
どといつでも相談や情報交換ができるという体制が整ったことと、当
院の感染対策資料や活動内容が具体的に地域の関連病院に伝達するこ
とができた。また 2014 年度からは、連携病院からのデータ作成や研
修後の地域病院の取り組み発表などもおこない、実際の地域の状況を
考察している。
【課題】　引き続き連携病院と現状を改善していくと共に、今後は共同
カンファレンスに参加できていない施設にも、感染対策の情報の共有
と現場にあった取り組みの働きかけが必要である。
